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真柳誠氏は現代の中国伝統医学史研究を牽引し
てきた研究者であり，とりわけ漢字圏の古医籍の
研究において多くの成果をあげられている．氏の
中国医籍研究書が昨年 11月に上梓された．
本書でいう「黄帝医籍」とは，書名に「黄帝内
経」を冠する『素問』『針経』『霊枢』『明堂』『難
経』『甲乙経』『太素』をいう．いずれの書も中国
伝統医学の重要古典であり，特に針灸医学におい
てはその典拠の根幹をなす書である．
各書の歴史についてはこれまでも研究が重ねら
れてきたが，未解明の部分も多く残されている．
本書では各書の史的問題，すなわち「版本系統が
問題の『素問』，伝承史が問題だった唐代までの
『九巻』『針経』と宋代以後の『霊枢』，旧態がよ
くわからない『難経』，成書年代と現存本の来歴
が問題だった『甲乙経』，成書も伝承史も不明瞭
だった『明堂』『太素』など」について，これま
での真柳氏の研究成果に新出資料を多く取り入
れ，書誌学を基本として人文科学諸分野の手法と
成果を用いて解決に取り組んでいる．
従来の「黄帝医籍」研究を大きく進展させた書
であり，今後，中国伝統医学を研究する上では必
読の一書である．
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第四節　金版
第五節　元版
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第四節　魏晋・六朝・隋代の伝承・変化および
影響

第五節　唐代の『明堂』文献
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